





























♦ ｢褒めて ( 自信を持たせて ) 育てる｣ という発想よりも、「認められて ( 自
信を持って ) 育つ」という発想の方が、子供の自信が持続しやすい。
「自尊感情」とは















＊文部科学省『中学校学習指導要領解説　特別活動編』平成 20 年、3 ページ
♦他者の存在を前提としない自己評価は、社会性に結びつくとは限らない。











しも ｢自己有用感｣ の高さを意味しません。あえて、｢自己有用感｣ と
いう語にこだわるのは、そのためです。
　自分に対する他者からの評価が中心　






年齢の交流活動の推進」によって ｢ 自己有用感 ｣ を育むことでした。その知見は、現行の小中学





























　それに対して、子供が ｢認めてもらいたい｣ ときというのは、一般に子供の基準や水準で ｢
褒められたい｣ のではないでしょうか。子供なりのこだわりで努力したり工夫したりしたこと











たと評価するだけの ｢褒める｣ では、｢自尊感情｣ を育むことはできても、｢自己有用感｣ を育
むことにはなりにくいのです。
　例えば、｢ふりかえりシート｣ を用いているのであれば、児童生徒の振り返りに対して、た
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